
京都大学「男女共同参画推進アクション・プラン」 

京都大学における女性研究者支援の状況 

京都大学では、平成 18年 3月に、男女共同参画の基本理念・基本方針を発表して以来、着実に男

女共同参画推進に関する行動プランの検討を進め、平成 21年 3月に向こう 5カ年の「京都大学男女

共同参画推進アクション・プラン」を策定し、大学として取り組むべき行動指針を明らかにした。こ

れに従って、平成 18年より行ってきた女性研究者の包括的支援が継続され、研究環境のより一層の

整備が進められている。さらに、平成 26 年度からは、男女共同参画推進本部の設置により、推進体

制を強化し、学内構成員の修学・就労支援を一層の充実を計りつつ推進している。 

平成 26年度男女共同参画推進重点プラン 

 家庭生活との両立 

現在行っている育児支援事業、介護支援事業を継続しつつ、育児支援、介護支援に関する情報

収集を強化、情報提供を充実させることにより家庭生活との両立支援を図る。 

 育児支援、介護支援に関する情報収集を強化するとともに、情報の一元化を行う。 

 病児保育サービスを行っている病院のリストの作成、掲載等。 

 新しい建物の完成後の待機乳児について、予算の状況を考慮しつつ、受け入れ人数を再検

討すると共に、対象の拡大について検討を行う。 

 次世代育成支援 

高・大連携、地域連携及び女子学生、研究者のキャリアパス支援を拡充することにより次世代

育成支援を図る。 

 車座フォーラムの拡充。本学女子学生を中心とした女子高校生との座談会の開催。 

 ジュニアキャンパスやオープンキャンパス等の機会における、女子生徒を対象とした京都

大学をアピールする催しの検討。 

 男女共同参画推進体制の整備 

 男女共同参画推進本部の下、男女共同参画推進センターを設置し、各種事業を実施している。 

支援事業の利用状況 

育児・介護中の研究者に対し、研究補助員を配置するプログラム「研究・実験補助者雇用制度」は、

年 2 回利用者募集を行っており、平均 25 人／回に支援を実施している。申請事由は、92.5％が育児

で、利用者の研究分野では、医学系研究者が 45.9％を占める。 

病児保育室は、事前登録制を採用しており、登録者は 706 名、累計利用者数は 3,551 名、平均利

用者数は、1.7人／日である。毎年度後期に設置している待機乳児保育室は、平成 19年度の開室以来、

のべ 59名が利用しており、利用希望者は増加傾向にある。 

 

    【連絡先】 京都大学 男女共同参画推進本部 男女共同参画推進センター 

TEL：075-753-2437 FAX：075-753-2436 E-mail：w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp  

URL：http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/ 
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